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本研究は，夫婦のコミュニケーション，なかでも自己開示が，夫婦関係満足度に及ぼす影響

を，子育て期と中年期夫婦を対象に明らかにすることを目的とした．調査では，793 組の夫婦

に，会話時間，自己開示，夫婦関係満足度が尋ねられた．結果から，次の点が明らかになった．

第 1に，妻は夫以外にも，友人や職場の人に自己開示するが，夫は妻以外，親しい人に自己開

示することは少なく，特に中年期の夫でそうだった．第 2に，妻は夫と夫以外の親しい人への

自己開示を区別しているが，夫ではその違いが少なく，妻と他の親しい人への自己開示は一貫

していた．すなわち，妻に自己開示する夫は他の親しい人にもそうであり，妻に自己開示しな

い夫は他の親しい人にも開示しない傾向がみられた．第 3に，夫婦のコミュニケーション（会

話時間と自己開示）は妻の夫婦関係満足度を大きく左右し，とりわけ子育て期ではそうだった．

第 4に，夫では妻ほど夫婦のコミュニケーションが関係満足度に影響しないが，中年期では妻

への自己開示が関係満足度を大きく規定していた．男性の自己開示がジェンダー役割の観点か

ら論じられた．

問題と目的

一般に既婚者にとって，配偶者との良好な関係は，精神的健康の十分条件とはいえないまで
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も必要条件だといえよう．例えば，配偶者からの情緒的サポートは夫の疎外感を低減し（伊

藤・池田・川浦, 1999），妻のディストレスの低減にも直接作用していた（稲葉, 1999）．また，

配偶者への愛情は抑うつの低さと結びつき（詫摩・八木下・菅原・小泉・菅原・北村, 1999），

夫婦関係の良好さの認知は，自尊感情や健康度より主観的幸福感を大きく左右していた（遠

藤, 1997）．

このように精神的健康やディストレスの低減に良好な夫婦関係は不可欠だが，結婚満足度あ

るいは夫婦関係満足度を規定する要因として，例えば，本人および配偶者の健康（岩井,

2002 ；木下, 2004），ショッピングやレクリエーションでの夫婦の共同行動（木下, 2004 ；菅

原・詫摩, 1997），また妻においては，家事分担の公平さの認知や（木下, 2004 ；諸井, 1996 ；

Shelton, 1996），家計収入（伊藤・池田・相良, 2003 ；数井, 1995）などがあげられる．

なかでも夫婦のコミュニケーションは，夫婦関係を構成する重要な要素として位置付けられ

る．アメリカでは，夫婦間の相互性とコミュニケーションの欠如は関係の終わりを意味すると

いわれ（Vannoy, 1996），夫婦間コミュニケーションにおける満足は，他の領域に比べ結婚満

足度の重要な予測因であるという（Jacobson & Moore, 1981）．同様のことは，日本の調査結果

からも指摘できる．配偶者への全般的な満足に寄与する要因をみると，男性では「家事分担」

や「自分の就労への理解」が，女性では「生活設計」や「配偶者の就労観」が関係していたが，

群を抜いていたのが男女とも配偶者との「コミュニケーション」だった（生命保険文化センタ

ー, 1995）．

このように夫婦のコミュニケーションは夫婦関係満足度を予測する重要な要因といえるが，

「日本では，夫婦間コミュニケーションの不足・不全の問題が経験的・評論的に指摘されるこ

とは多いが，夫婦間コミュニケーションの内実に焦点を当てた実証的研究の蓄積は少ない」と

いわれる（柏木・平山, 2003, p.97）．そのなかで平山・柏木（2001）は，中年期夫婦を対象に

夫婦間のコミュニケーション様態を明らかにし，ポジティブな態度として「共感」「依存・接

近」，ネガティブな態度として「無視・回避」「威圧」の 4 因子を抽出し，前者は妻に，後者

は夫に多くみられることを明らかにした．また，夫婦のコミュニケーションパターンでみると，

共感親和群が平均中立群および威圧回避群より妻・夫ともに結婚満足度が高かった（平山・柏

木, 2004）．さらに難波（1999）は，2組の中年期夫婦の語りの分析から，夫のコミュニケーシ

ョン行動の特徴として，「妻との“つっこんだ話し合い”を避ける」こと，「妻の言うことが

気に入らなければ，黙る・怒る・席を立つ・無視するなどコミュニケーションを一方的に中断

させるなどの特徴がみられる」（p.74）ことを報告し，葛藤場面での夫の撤退行動が他の事例

でも多く報告されていることを指摘している．

しかし，コミュニケーションのもち方もさることながら，コミュニケーションの基盤となる

会話時間そのものが必ずしも十分に確保されていないことが問題である．筆者らが行った 2つ

の調査とも，夫婦の会話時間の最頻値は「30 分～ 1 時間」で，子育て期，中年期とも「30 分

以下」が 3割に達する（伊藤ほか, 2003 ；川浦・本田・池田・伊藤, 1993）．特に子育て期にお
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いては，女性は出産退職あるいは育児休業によってそれまでの社会生活から切り離され，コミ

ュニケートする相手が配偶者に限定されがちである．これまで多くの研究から，妻の育児不安

や育児ストレスの低減に夫の情緒的サポートが有効といわれているが（稲葉, 1999 ；村松,

2006 ；徳田・伊藤, 2004 ；ほか），情緒的サポートと同様あるいはそれ以上に，夫との会話時

間の確保が、子育て期の妻にとって疎外感を低減することに繋がることを伊藤・ほか（1999）

は明らかにしている．

近年，既婚女性の就業率が高まったとはいえ，我が国は今日でも出産・育児期には離職して

家庭に入り，子育て後に再就職するM字型就業を示すため，子育て期には特に妻と夫で役割

を分業化しがちである．そのため子育て期の妻にとって夫とのコミュニケーションへの渇望は

強く，子どものことを中心に，自分のことや将来のこと，現在の心情などが話されている（徳

田・伊藤, 2004）．これに対して中年期では，子どもに関する話題は子育て期に比べて減少し，

代わって互いのその日の出来事や仕事のこと，社会の出来事，住まい・料理などが話題にされ

ている（サントリー不易流行研究所, 1999）．このように子育て期と中年期では会話内容が異

なるのはもちろん，夫婦関係においてコミュニケーションが果たす役割も異なることが考えら

れる．先にみたように，日本では夫婦間コミュニケーションに焦点を当てた研究は緒に就いた

ばかりで少なく（平山・柏木, 2001, 2004 ；難波, 1999），他に社会学の分野で散見される程度

で（門野, 1995 ；施, 2000），子育て期と中年期を同じ指標を用いて，同じ枠組みで比較したも

のはない．そこで本研究では，夫婦のコミュニケーションが夫婦関係満足度に及ぼす影響を，

子育て期と中年期で比較することを第 1の目的とする．その際，夫婦をペアとして扱い，個人

内での影響のみならず，夫婦間のクロスオーバーな影響の検討を試みる．

次に，第 2の目的として，夫婦のコミュニケーションを，物理的量としての会話時間と心理

的量としての自己開示の 2側面からとらえ，その性差と夫婦関係満足度に及ぼす影響の差異を

明らかにする．夫婦の会話時間についてはこれまでにも多く研究されているが，夫婦関係の質

に対する総合的評価（土倉, 2005）や疎外感（伊藤ほか, 1999）など，会話時間が及ぼす影響

が特に妻の側に顕著であることが報告されている．しかし，自己開示については，大学生を中

心とした青年期の研究がほとんどで，夫婦間の自己開示を扱った我が国の研究は，母親の育児

不安と自己開示，ソーシャルサポートとの関係をみた徳田・伊藤（2004）が散見される程度

である．

自己開示の性差については，内外の研究をレビューした榎本（1997）によれば，身近な

人々に対する日常の自己開示を問題にする場合は，女性の方が男性より開示度は高く，それほ

ど親しくない人や初対面の実験的状況での自己開示を問題にする場合は，性差がない，もしく

は男性の方が開示度が高いという．しかし，一般に自己開示を問題にする場合は何らかの知己

に対してである．稲葉によれば，概して，男性は他者に自己開示したり，感情表出することが

抑制され，否定的に評価される（Pearlin & McCall, 1990）ため，男性が自分のネットワークの

中で自己開示や感情表出できる親密な関係をつくることは難しく，可能な場合は数少ないネッ
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トワークの中の女性，すなわち配偶者や恋人に限定されるという（稲葉, 2004）．それゆえ，

特に既婚男性にとって配偶者への自己開示がどのような意味をもつのか，自己開示を通してみ

たソーシャルネットワークの中での配偶者の位置について，ジェンダーギャップの視点から明

らかにしていきたい．

方　　法

調査対象と方法

調査対象は，子育て期と中年期という 2つのライフステージ上の夫婦を対象とした．調査方

法は，子育て期夫婦は小学生（1～ 6 年生）を，中年期夫婦は大学・短大生を通じ学校にて調

査票を配布し（約 1880 組），回収は，子育て期Ⅰは全て郵送（回収率 28.1 ％），子育て期Ⅱは

子どもを通じて（回収率 58.6 ％）1），中年期は主に学生を通じて（一部郵送，回収率 65.2 ％）

回収した．なお，夫婦間の回答の独立を保つため，回答後すぐ封の出来る別々の封筒に調査用

紙を入れ，2通 1 組として配布した 2）．有効票は子育て期女性 525 名，男性 352 名，計 877 名，

中年期女性 522 名，男性 483 名，計 1005 名，総計 1882 名だった．

調査時期は，子育て期Ⅰは 2002 年 6 ～ 7 月，Ⅱは 2003 年 2 ～ 3 月，中年期は 2001 年 6 ～

7 月である．

分析対象と属性

本研究では夫婦単位の分析を行うので，得られた有効票のうち，妻票・夫票が揃っている

793 組（子育て期 337 組，中年期 456 組）1586 名を分析対象とした．

平均年齢は，子育て期の妻 38.3 歳（SD4.4），夫 40.5 歳（SD6.2），中年期の妻 47.4 歳

（SD3.8），夫 50.2 歳（SD4.4）だった．平均結婚年数は，子育て期 12.5 年（SD3.6），中年期

22.5 年（SD3.3）だった．妻の就業形態は，子育て期がフルタイム 16.0 ％，パートタイム

32.6 ％，自営・家族従業 9.5 ％，無職 38.9 ％，その他・不明 3.0 ％，中年期ではそれぞれ

24.1 ％，37.3 ％，14.0 ％，23.2 ％，1.3 ％だった．夫の職業は，両期を通じ会社員 64.0 ％，公

務員 14.6 ％，自営業（農業を含む）15.6 ％，その他・不明 5.8 ％だった．

測　度

分析に用いる測度は以下の 5種である．配偶者への自己開示は夫婦間コミュニケーションの

心理的側面として，夫婦の会話時間は物理的側面としてとらえられ，それらを夫婦関係満足度

の説明変数とした．なお，コミュニケーションスキルおよび夫婦の心理的共有度は自己開示尺

度の基準関連妥当性として用いた．これらの測度は，既婚者の結婚生活・職業生活に関わる多

岐にわたる調査の一部である．

自己開示 自己開示尺度は，Jourard & Lasakow（1958）をはじめ，我が国でもいくつかの尺
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度が開発されているが（榎本, 1987 ；渋谷・伊藤, 2004），大学生を中心に青年を対象としたも

のが多い．自己を開示するという場合，調査する対象によって取り上げる話題が必然的に異な

るため，既婚者を対象とした簡便な尺度が見当たらなかったため尺度を開発した．

開示する相手は配偶者を含む身近な人物を想定し，開示内容として「自分のこと」「家族の

こと」「職場のこと」の 3領域に各 2 項目を配し計 6 項目とした．開示対象は，配偶者，職場

の親しい人，（職場以外の）親しい友人について尋ね，回答は「4：よく話す」「3：ときどき

話す」「2：話したことがある」「1：まず話さない」の 4件法とした．教示は次の通りである．

「あなたは普段，あなたの配偶者（職場の親しい人，親しい友人（職場以外））に話したり，相

談したりすることがどの程度ありますか」．

開示内容のうち，家族と職場については，該当しないために「話さない」という回答と区別

するため，「該当しない」という欄を設けた．ただし，「該当しない」の扱いに関しては，そ

の開示量に「該当しない」と回答した項目を除いた残りの項目の項目平均を充てた．項目内容

は表 1に示す通りである．

会話時間 夫婦の 1 日のおよその会話時間を 5 件法で尋ねた．「1 ：ほとんどない」「2 ： 1

日 30 分以下」「3： 1 日 30 分～ 1 時間」「4： 1 日 1 時間～ 2時間」「5： 1 日 2 時間以上」で

ある．

コミュニケーションスキル 菊地（1988）が作成したソーシャルスキル尺度 KISS-18 から，

川浦ほか（1993）がコミュニケーションスキルに関する 12 項目を抜き出し使用したものを用

いた．ただ，そこでこの 12 項目を主成分分析したところ，負荷量の低い項目が 2項目みられ

たのでこれを除き，本研究では 10 項目を使用した（α =.89）．回答は「4：いつもそうだ」～

「1：いつもそうでない」の 4件法である．

夫婦の心理的共有度 渋沢（1994）が夫婦カウンセリングの場で用いている，夫婦の関わ

り合い方を境界図として描いてもらう非言語的方法を参考にした．直径 2cm の円を自分の領
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表1 自己開示尺度：対象ごとの主成分分析結果

配偶者
（N=1567）
α=0.836

友人
（N=1546）
α=0.872

職場の人
（N=1246）
α=0.867

1.最近うれしかったこと，楽しかったこと .759 .796 .772

2.将来のこと（老後を含む） .785 .811 .815

3.子どものこと（成長のようす，悩み，進学など） .758 .828 .818

4.親のことで悩んでいること .696 .738 .709

5.自分の処遇，配置・昇進，リストラ .776 .777 .776

6.職場の人間関係 .734 .751 .759

主成分の2乗和 3.392 3.690 3.612

寄与率（％） 56.533 61.492 60.192



域として，相手と共有してもよいと思う部分（受動的共有），および相手の空間の中で自分が

共有したいと思う部分（能動的共有）をそれぞれ 5段階で変化させ（2つの円の共有部分が異

なる 5種を提示），受動的共有，能動的共有の各々のレベルを選択させた．

夫婦関係満足度 結婚生活・夫婦関係を総合的に評価するものとして単一指標による夫婦関

係満足度を尋ねた（「ご夫婦の関係について，現在の満足度を 10 点満点で評価して下さい」）．

回答は「1 ：全く満足していない」～「10 ：たいへん満足している」の間の当てはまる数字

に○をつけるものである．評定を 10 段階としたのは，単一指標のため測定の精度を高めるた

めである．

結　　果

1．配偶者への開示

妻と夫がその配偶者に，日頃どのようなことをどの程度話すかについて，自己開示の項目ご

とに性とライフステージ（検定では“ステージ”と略記）を要因とする 2要因分散分析を行っ

た．結果は，図 1に示す通りである．

「最近うれしかったこと・楽しかったこと」ではステージ差はなく，性差のみで（F

（1,1563）＝ 37.12, p<.001），妻がよく話しているが，夫もこの話題では妻によく話す．「将来の

こと」もステージ差はなく，性差のみだった（F（1,1563）＝ 16.61, p<.001）．「子どものこと」

ではステージ差（F（1,1563）＝ 11.31, p<.001）および性差（F（1,1563）＝ 93.60, p<.001）がみら

れ，子育て期は中年期より，妻は夫より多く子どものことを話題にしていた．「親のことでの

悩み」ではステージ差（F（1,1563）＝ 24.69, p<.001）および性差（F（1,1563）＝ 46.44, p<.001）
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図 1 項目別・配偶者への自己開示



がみられ，子育て期は中年期より，妻は夫より多く親のことを話題に取り上げていた．「自分

の処遇，配置・昇進，リストラ」では，ステージ差（F（1,1300）＝ 24.45, p<.001），性差（F

（1,1300）＝ 5.19, p<.05）が，「職場の人間関係」も同様にステージ差（F（1,1300）＝ 22.28,

p<.001），性差（F（1,1300）＝ 19.89, p<.001）がみられた．なお，いずれにおいても交互作用は

みられなかった．

以上より，自己開示のどの内容においても性差は顕著で，妻は夫より多く話していた．特に，

子どものこと，親のことでは性差もライフステージによる差も大きく，家族に関わる話題では

妻の会話量が圧倒的に多く，また，中年期より子育て期の方が妻・夫とも多く話していた．職

場のことでは，性差もみられたがライフステージによる差の方が大きかった．一方，自分に関

わる話題ではライフステージによる差はみられなかった．全体に，中年期の夫の開示の低さが

際立っていた．

2．自己開示尺度の検討

自己開示度の指標を得るため，自己開示 3領域 6項目について尺度の検討を行った．開示対

象（配偶者（N＝ 1567），友人（N＝ 1546），職場の人（N＝ 1246））ごとに主成分分析を行

い，表 1に示すように，いずれの対象においても主成分負荷量は 6項目全て.70 以上あり，累

積寄与率も 56.53 ～ 61.49 ％と十分な値を示した．α係数は，配偶者がα＝.84，友人α＝.87，

職場の人α＝.87 で，項目数は少ないが十分高い値といえ，尺度の信頼性は示された．

次に，基準関連妥当性について検討を行った．親しい人への自己開示においても，コミュニ

ケーションスキルが高い方がよりスムースに開示できると考えられる．表 2は，各開示対象へ

の自己開示とコミュニケーションスキルとの相関を示したものである．中年期では，いずれの

開示対象においてもコミュニケーションスキルとの安定した相関がみられ，スキルの高い方が

開示しやすいといえる．それは配偶者に対しても同様である．一方，子育て期では少し様相を

異にし，中年期に比べると相関が低い．特に，妻における友人への開示では，スキルとほとん

ど相関がみられない．子どものことを中心とした友人との“おしゃべり”は，その欲求の強さ

から，スキルの有無にかかわらず会話が交わされていると考えられる．

一方，配偶者への自己開示に限定してみると，夫婦の心理的共有度，すなわち配偶者に対す

る自己の開放性という点から，表 3に示すように，自分の領域の中で相手と共有したい受動的

共有，相手の領域の中で自分が共有したい能動的共有のいずれにおいても，配偶者への自己開
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表2 各対象への自己開示とコミュニケーションスキルの相関

子育て期 中年期

配偶者 友　人 職場の人 配偶者 友　人 職場の人

妻 .173** .095* .269*** .308*** .326*** .351***

夫 .249*** .233*** .194*** .302*** .287*** .303***

＋p<.10,  *p<.05,  **p<.01,  ***p<.001



示と高い相関がみられ，特に妻にその傾向が強くみられた．

以上より，配偶者を含む親しい者への自己開示とコミュニケーションスキルとの関連，およ

び配偶者への自己開示と配偶者との心理的共有度との関連から，本尺度の妥当性はあるといえ

よう．

3．配偶者と他の対象への開示

配偶者への開示では，特に家族に関する話題で大きな性差がみられたが，他の開示対象では

どうであろうか．また，配偶者に開示することと他の対象へ開示することには関連がみられる

だろうか．

性とライフステージによる差異 各開示対象ごとに尺度得点を算出し，性とライフステージ

（検定結果ではステージと略記）による 2要因の分散分析を行った．結果は表 4に示す通りで，

それを図示したものが図 2である．

配偶者への開示では，ステージ差はなく性差のみだった．友人への開示では，ステージ差，

性差ともにみられ，特に性差が著しかった．職場の人への開示では，やはりステージ差，性差

ともにみられた．

このように性差はいずれにおいても大きいが，特に職場以外の友人では夫の開示が妻に比べ

て極端に少なく，職場を離れての親密な友人関係が少ないことを示唆している．その一方で，

職場の親しい人への開示も少なく，特に中年期の夫では個人的な事柄に関わる自己開示は少な

い．また，ライフステージによる差が友人，職場の人でみられたにもかかわらず配偶者ではみ
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表3 配偶者への自己開示と配偶者との心理的共有の相関

子育て期 中年期

妻 夫 妻 夫

受動的共有 .450*** .215*** .359*** .221***

能動的共有 .432*** .205*** .378*** .164***

***p<.001

表4 性とライフステージによる自己開示の平均値（SD）と分散分析結果

子育て期 中年期 F 値

妻 夫 妻 夫 性別 ライフステージ 交互作用

配 偶 者 18.82 17.01 18.56 16.57 F＝77.47*** n.s. n.s.

（N＝1567） （4.08）（4.33）（4.36）（4.40）

友　　人 17.20 13.12 16.12 12.34 F＝305.66*** F＝16.99*** n.s.

（N＝1546） （4.20）（4.33）（4.65）（4.34）

職場の人 15.65 13.24 14.64 12.32 F＝83.38*** F＝13.90*** n.s.

（N＝1221） （4.43）（4.17）（4.68）（4.28）

***p<.001



られないことから，中年期では妻・夫とも配偶者への開示に集中していることが考えられる．

開示対象間の相関 配偶者とそれ以外の人への自己開示の関連をみるため，開示対象間の相

関をみた．結果は，表 5に示す通りである．

妻では，職場の人と友人との相関が，配偶者と他の人との相関より高く，配偶者への開示と

他の人への開示が区別されているがうかがえる．これに対して夫では，第 1に，開示対象間の

相関が非常に高いこと，第 2に，妻でみられたような開示対象間の相関の違いはみられないこ

とから，配偶者へ開示する夫は他の人へも開示し，配偶者へ開示しない者は他の人へも開示し

ないということがいえよう．

4．夫婦のコミュニケーションと関係満足度

夫婦のコミュニケーションが関係満足度に及ぼす影響を，妻と夫，子育て期と中年期で比較

する．夫婦のコミュニケーションを，夫婦の会話時間と配偶者への自己開示の 2側面からとら

え，それらを説明変数として夫婦関係満足度にどの程度寄与するか，個人内の影響過程のみな

らず，夫婦間の影響過程についても，ペア・データを用いて検討を行った．方法は，妻・夫そ

文京学院大学人間学部研究紀要Vol.9, No.1

─ 9 ─

図 2 性とライフステージによる各対象への自己開示

表5 開示対象間の相関（対角線右上：妻, 左下：夫）

子育て期 中年期

配偶者 友　人 職場の人 配偶者 友　人 職場の人

配 偶 者 ― .243*** .226*** ― .368*** .235***

友　　人 .457*** ― .441*** .420*** ― .445***

職場の人 .513*** .574*** ― .459*** .577*** ―

***p<.001



れぞれの夫婦関係満足度を目的変数とする変数一括投入法による重回帰分析である．変数間の

相関は，表 6に示す通りである．分析結果を図 3に示した．

なお，会話時間と夫婦関係満足度について，性とライフステージを要因とする 2要因分散分

析を行ったところ，会話時間では性差はなく，ライフステージによる差がみられ（F

（1,1547）＝ 4.59, p<.05），子育て期より中年期の方が会話時間は長かった．夫婦関係満足度で
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図 3 夫婦のコミュニケーションと関係満足度の重回帰分析結果

表6 変数間の相関

子育て期 中年期

妻会話 妻開示 夫会話 夫開示 妻満足度 妻会話 妻開示 夫会話 夫開示 妻満足度

妻会話 ― .514 ― .478

妻開示 .470 ― .560 .509 ― .544

夫会話 .583 .321 ― .299 .551 .384 ― .315

夫開示 .357 .369 .430 ― .272 .394 .472 .474 ― .365

夫満足度 .300 .269 .360 .297 .484 .237 .324 .316 .434 .452



は，性差（F（1,1545）＝ 32.31, p<.001），ライフステージ差（F（1,1545）＝ 15.64, p<.001）がみ

られ，妻より夫で，子育て期より中年期で夫婦関係満足度は高かった．

図 3をみると，子育て期の妻では，会話時間と自己開示が関係満足度を大きく規定している．

これに対して夫では，会話時間が満足度を強く規定しているが，自己開示からのパスは妻に比

べると大きくない．その一方で，妻の夫への開示が夫の満足度を規定していた．

中年期の妻では，子育て期の妻と同様，会話時間と自己開示が関係満足度を大きく規定して

いるが，いずれのパスとも子育て期よりは弱い．他方，夫では，子育て期と異なり，会話時間

より自己開示が満足度を強く規定していた．そして，子育て期でみられた妻の自己開示からの

パスに加えて，夫の自己開示が妻の満足度を規定するという双方向性がみられた．

これらの結果をまとめると，妻では，中年期より子育て期の方が会話時間，自己開示とも関

係満足度への寄与が大きく，夫とのコミュニケーションが保障されることが関係満足度を高め

るといえる．一方，夫では，子育て期は会話時間が，中年期では自己開示が関係満足度を規定

していた．妻の夫への自己開示はいずれのライフステージでも夫の関係満足度を高めていた．

また，ライフステージの特徴をみると，子育て期では，妻は夫とのコミュニケーションによ

り関係満足度が大きく規定されるが，夫は妻とのコミュニケーションにあまり規定されない．

ところが中年期になると，夫の妻への自己開示が自身の関係満足度に大きく寄与するのみなら

ず，妻の満足度にも寄与し，夫にとって妻とのコミュニケーションが重要な意味を持つといえ

よう．

考　　察

1．配偶者と他の対象への自己開示

これまで自己開示の研究は多いが圧倒的に青年期に偏り，成人期の研究は少ない．本研究で

は特に配偶者への開示に焦点を当て，検討を行った．本研究で用いた自己開示尺度は，項目数

も少なく非常に簡便なものだが，コミュニケーションスキルおよび夫婦の心理的共有度との関

連がみられ，信頼性・妥当性ともに確保されている．まず，コミュニケーションスキルとの関

係では，親しい者への開示，なかでも最も親密な関係にある配偶者への開示であってもコミュ

ニケーションスキルが関係し，スキルの高さが開示のしやすさにつながるのだといえる．しか

も両者の関係が子育て期より中年期で高いことから，スキルが開示を促すだけでなく，結婚生

活の中での開示経験によりスキルが高められるということが考えられる．

一方，夫婦の関わり合い方としての心理的共有度と自己開示との関係では，自分の領域に入

ってもよいという受動的共有，相手の領域に入り込みたいという能動的共有いずれにおいても，

配偶者への開放性の高さが自己開示と結びついていた．相手と関わり合いたいという志向性が

積極的な自己開示を促すと考えられる．しかし，夫では，心理的共有度は妻と同じか（能動的

共有（t（1536）＝ 1.26, n.s.）），妻よりむしろ高いものの（受動的共有（t（1537）＝ 3.90, p<.001）），

文京学院大学人間学部研究紀要Vol.9, No.1

─ 11 ─



そのことが妻ほどには自己開示と結びついていない．夫は妻と関わり合いたいという気持ちは

あっても，言葉に出さない・出せない者が多いということかもしれない．

次に，配偶者を含めた日常の親しい人々への開示度をみると，女性は配偶者に特化せず，友

人あるいは職場の人に対しても自己を開示しているが，男性は，友人にも職場の人に対しても，

個人的な事柄についてあまり話をしていない．特に中年期の男性ではそれが著しい．男性は他

者に自己開示したり，感情表出することが一般的に抑制され，否定的に評価されるため

（Pearlin & McCall, 1990），結果として自己の感情を表出したり自己開示できるのは，ネットワ

ークの中の数少ない女性である恋人や配偶者に限定されるというが（稲葉, 2004），本研究は

まさにこのことを実証したといえよう．榎本（1997）も，女性と男性では自己開示に関する

社会的規範が異なり，男性における高開示者は肯定的に評価されないという．そのため既婚男

性にとっての開示対象は，配偶者である妻に限定されがちである．実際，ライフステージによ

る差をみると，友人，職場の人への開示では，中年期の夫は子育て期より開示度が低いのに，

配偶者への開示ではその差がなくなることから，中年期には夫婦間の開示に集中しがちであり，

特に男性でその傾向が顕著である．

しかし，その配偶者への開示でも，個人の開示傾向という点からみると，開示対象間の相関

から，女性は配偶者への開示とそれ以外の人とは区別されているが，男性では三者間の相関が

いずれも高く，配偶者に開示する人は他の人へも開示し，配偶者に開示しない者は他にも開示

しないというように高い一貫性が見て取れる．自己開示における性差は中学生の段階で明瞭に

なり（渋谷・伊藤, 2004），その差は年齢とともに拡大するという（榎本, 1997）．男性におけ

る高い一貫性は，性役割期待を読み取ることにより習得された開示傾向の個人差ということが

できよう．

2．夫婦のコミュニケーションと関係満足度

夫婦のコミュニケーションを，物理的側面として会話時間，心理的側面として自己開示とい

う 2つの側面からとらえ，それらが夫婦関係満足度をどの程度規定しているかをみた．その結

果，以下の点が明らかとなった．

まず，妻にとって夫婦の会話時間と夫への自己開示は関係満足度を規定する非常に大きな要

因であり，とりわけ子育て期ではそうだった．既婚女性にとって夫婦関係満足度は主観的幸福

感を規定する最も大きな要因であり，なかでも専業主婦にとってその良否は精神的健康を大き

く左右する（伊藤・相良・池田, 2004）．それゆえ子育て期にある無職の妻にとって，夫との

コミュニケーションが物理的にも心理的にも保障されないと，夫婦関係満足度の低下を介して

精神的健康の低下を招き（伊藤・相良・池田, 2006），抑うつの亢進や育児不安につながると

いうことができよう．

ところがこれとは対照的に，子育て期の夫は妻とのコミュニケーションに関係満足度があま

り左右されない．また，自己開示そのものよりは会話時間の方が効いていた．子育て期の夫婦
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関係と疎外感の関係をみた伊藤ほか（1999）でも，妻との会話時間の増大が，情緒的サポー

ト対象として妻を選択することにつながり，そのことを介して夫は疎外感を低下させており，

子育て期には夫にとっても夫婦の会話時間の確保は重要だといえる．しかし，自己開示するこ

とは，妻と異なり夫婦関係満足度にあまりつながらない．

だがそれも中年期になると様相を異にし，夫は妻に自己開示することによって関係満足度を

高めるようになる．先述したように，一般に男性は自己開示することが期待されず，高開示者

は否定的に評価されるため（榎本, 1997 ； Pearlin & McCall, 1990），社会生活を重ねるなかで

男性はますます自己開示しなくなり，それが本研究の中年期の夫の（配偶者以外の人への）自

己開示の低さにつながっていると考えられる．その結果，自己開示できるのは唯一配偶者のみ

となり，実際，他の開示対象に比べれば妻への開示は突出していた．そうした妻に開示するこ

と・できることが中年期の夫の関係満足度を高めているのだといえよう．

しかも，妻の自己開示が夫の関係満足度を高めるというクロスオーバーな影響は子育て期で

もみられたが，中年期はそれに加え，夫の自己開示が妻の関係満足度を高めるという双方向性

のクロスオーバーな影響がみられた．日本の夫婦では，「役割としての関係」が成立していれ

ば夫婦関係は維持されるが，その満足度の高低を左右するのは「個人としての関係」の質とい

われる（池田・伊藤・相良, 2005）．中年期には，親役割を果たし終え，子どもという媒介要

因がなくなっても，夫婦が個人としてコミュニケートできることがことさら重要になってこよ

う．

最後に，コミュニケーションを通してみた夫婦の関係を，2つの時期を比較しながらその変

化の過程を振り返ってみたい．まず，子育て期の妻にとって，夫と会話する時間の確保と話を

聞いてくれる夫の存在が非常に重要であることがわかる．それに対して夫は，会話時間の確保

は重要だが，妻への開示はあまり重要なウエィトを占めない．それが中年期になると，妻にと

って夫とのコミュニケーションは，子育て期とは話題の中身こそ異なるが，その重要度はあま

り変わらない．しかし，夫では，夫婦間の自己開示，すなわち話を聞いてくれる妻の存在が重

要になってくる．子育て期に夫が仕事の多忙さを理由に妻の話に耳を傾けることをせず，それ

ぞれの役割に没頭してコミュニケートする十分な関係を築けないでいると，多忙な時期を過ぎ，

仕事の先も見え始めた中年期になってから，家族や妻と関わりを持とうとしてもうまく行かな

いことはこれまでにも多く報告されている（池田, 2000 ；伊藤, 2006 ；難波, 1999 ；吉村, 2002）．

本研究で，中年期の夫の妻への開示が夫自身の関係満足度と強く関連する背後には，妻と関わ

りを持ちたいと思っても，うまく開示できないために良好な関係が築けない夫の存在が多数あ

ることを示唆している．夫婦にとって会話がプラスに機能する 1つの理由は，夫には自己開示

や感情の解放の機会となり，また，妻は会話を夫が自分たちの関係に配慮している証拠ととら

えるため（Belsky & Kelly, 1994）という違いはあるが，男性にとって妻に開示すること・でき

ることは，精神的健康を維持する上で重要な要因なのだといえよう．
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注
1）子育て期Ⅰの回収を郵送にしたため，回収率が 28.1 ％（配布数約 700 組）と極端に低下した．そ
のためデータを追加する目的で子育て期Ⅱ（同約 400 組）の調査を行った．

2）調査にあたっては，対象者本人に回答してもらうよう依頼し，対象者が不在の場合は片方の回答だ
けでもよいことを依頼文に記した．また，調査票を妻票と夫票で色分けし，間違いが生じないよう
配慮した．さらに，夫婦で回答が得られた場合はペアごとに回答をチェックした．
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